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荷物掛けの締め直し方法





 

 

 

 

荷物掛け



シートパネル

ベルト・バックル
（固定側）（引き伸ばし側）

ベルト・バックル

マット

ベルト・バックル
（固定側）

（引き伸ばし側）
ベルト・バックル

。

 

 

 

　 

荷物掛けをつかんで操作しないでください。 荷物掛け



2. 柔らかい布に清潔な水、またはぬるま湯を含ませ、かたく絞ってから洗剤をふき取ってください。 
3. 乾いた布で、十分にふき取ってください。 

■ビニールレザーのお取り扱い上の注意
1）異材との接触注意
製品の表面に他のプラスチックや印刷物、塗装品などを接触させないでください。
可塑剤（レザーの風合いを決める素材）の移行により、不具合が生じることがあります。

2）溶剤類との接触注意
表面洗浄剤として、ベンジン等の溶剤の接触やアルコールを直接吹き付けないでください。 
製品の表面が溶けて、可塑剤の溶出や化学物質の吸収により、表面ツヤ変化・硬化や軟化が生じることが
あります。 

3）表面洗浄時の注意
上記溶剤のほか、漂白剤を使用しないでください。 
漂白剤を使用すると、ツヤ変化や変色が生じることがあります。

4）高温物との接触注意
製品をアイロンがけしたり、ストーブなどの過度な熱源のそばに置いたりしないでください。 
表面ツヤ変化、絞変化、表面粘着、変形、変色が生じることがあります。　

■廃棄される場合
・製品を廃棄される場合は、廃棄物処理法に基づき適正な廃棄をお願いいたします。

■お手入れ方法（ベルト・バックル・ビニールレザー）
・通常のお手入れ方法

1. 柔らかい布に清潔な水、またはぬるま湯を含ませ、かたく絞ってからふいてください。
2. 乾いた布で、十分にふき取ってください。

・汚れがひどいときのお手入れ方法
1. 適度に薄めた中性洗剤を含ませた布でふき取ってください。 
2. 柔らかい布に清潔な水、またはぬるま湯を含ませ、かたく絞ってから洗剤をふき取ってください。 
3. 乾いた布で、十分にふき取ってください。 

・清掃用の消毒アルコールを使用するときのお手入れ方法
1. 市販の清掃用の消毒アルコールを布に含ませ、ふき取ってください。
　※直接製品に吹き付けないでください。 
2. 柔らかい布に清潔な水、またはぬるま湯を含ませ、かたく絞ってからふき取ってください。 
3. 乾いた布で、十分にふき取ってください。 

・次亜塩素酸ナトリウム漂白剤を使用するときのお手入れ方法
1. 市販の次亜塩素酸ナトリウム漂白剤を薄めて布に含ませ、ふき取ってください。
　※直接製品に吹き付けないでください。 

次亜塩素酸ナトリウム漂白剤の使用について
・次亜塩素酸ナトリウムの濃度は、厚生労働省の指針等に従って選定してください。
・ 溶液に対して、次亜塩素酸ナトリウム漂白剤の濃度１％までは問題なく使用できます。

製品の表面を痛める恐れのある下記のものは使用しないでください。
・クレンザー、磨き粉などの粒子を含んだ洗剤
・酸性洗剤、アルカリ性洗剤、塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム条件付き使用可能）
・ナイロンたわし、ブラシなど
・シンナー、ベンジンなどの溶剤



シートパネル

シートパネル
シートパネル

　 　



交換用部品

交換用部品 交換用部品

ベルト

マット

点検項目⑰ 点検項目⑱

点検項目⑲

荷物掛けに緩みがないこと
荷物掛けに割れ、破損、変形がないこと

荷物掛け

必要な場合はご注文ください。
品番TS-V1-03
オムツっ子V1用荷物掛け

■ベルト・バックル・マット・荷物掛けの点検

・交換方法については、P.9をご参照ください。

・マットの交換方法、荷物掛けの締め直し方法については、P.8をご参照ください。

荷物掛けに割れ、破損、変形がある場合は交換してください。



点検時に異常があった場合は、ただちに使用を中止し、販売店または、下記株式会社水上オモイオ事業部までご連絡ください。

点検項目 ※点検方法
点検日

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

/ / / / / / / / / / / / /
ラベルの点検 異常が認められない場合は下記空欄に「◯」を記入してください。

① 設置ラベルが貼ってあること 目視
② ご注意ラベルが貼ってあること 目視
③ ご使用方法ラベルが貼ってあること 目視
④ ブランドラベルが貼ってあること 目視
⑤ 品番ラベルが貼ってあること 目視
⑥ 破れや擦れなどがなく、内容が確認できること 目視
可動部分の開閉動作の点検 異常が認められない場合は下記空欄に「◯」を記入してください。

⑦ 引っ掛かり、擦れ、異音がないこと 動作・聴覚・手触り
⑧ 閉じた状態が維持できること 目視
ガタツキ・外観の割れ・部品・ねじの緩み点検 異常が認められない場合は下記空欄に「◯」を記入してください。

⑨ シートパネルや本体にガタツキがないこと 目視・手触り
⑩ ねじの緩み、外れがないこと 目視・手触り
⑪ 外観の割れ、破損、変形がないこと 目視・手触り
ベルト・バックル・マット・荷物掛けの点検 異常が認められない場合は下記空欄に「◯」を記入してください。

⑫ ベルトにほつれ、損傷がないこと 目視・手触り
⑬ ベルトの引き出し、収納がスムーズであること 動作・目視・手触り
⑭ バックルに損傷がないこと 目視・手触り
⑮ バックルをあわせた際に「カチッ」と音がしてロックされること 聴覚・手触り
⑯ バックルを外す際にスライド操作以外で外れないこと 動作・目視・手触り
⑰ マットに破れがないこと 目視・手触り
⑱ 荷物掛けに緩みがないこと 目視・手触り
⑲ 荷物掛けに割れ、破損、変形がないこと 目視・手触り

点検者
承認印



古いマット

シートパネル

裏面にマジックテープ

新しいマット

マジックテープ

①ベルト・バックルを解除し開いた状態にする。
②シートパネルから古いマットを取り外す。
③新しいマットをシートパネルに載せマジックテープ®で固定する。
※ベルト・バックルがマットの下にならないように注意してください。
※マットは前後どちらでも設置可能です。

①荷物掛けのキャップを取り外す。
※強力な吸盤や小型の吸盤式リフターなどを用いて取り外してください。
  マイナスドライバーなどで無理に取り外さないでください。破損の原因になります。
②プラスドライバーで内部のねじを締め直してください。
③キャップをはめてください。
  しっかりとはまっているか確認してください。

① ② ③

荷物掛けの締め直し方法

キャップ

キャップ

プラスドライバー

内部のねじ



ベルト留め金具

ビス

本体ビス穴
ベルト穴

プラス
ドライバー

ビス

バックル部

ベルト止め金具 ベルト部 スプリングベルトガイド

ビス

ベルト先端部

ベルト先端部

バックルスライド側パーツ

ベルト留め金具

ベルトガイド

バックルスライド側パーツ

プラスドライバー

ビス

スプリング

ベルトガイド
ビス

ベルト

ベルト留め金具 ビス
バックルベース側パーツ

スプリングフック

バックルスライド側パーツ

ベルト部

ベルト留め金具 ベルトガイド

バックルベース側パーツ

プラスドライバー

ビス

スプリングフック バックルベース側パーツ

ビス

プラスドライバー



設置スペース

50～70mm
または200mm以上

壁

50～70mm
または200mm以上

おむつ交換時の作業スペース
400mm以上
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スタンドフレーム

ワッシャー

ワッシャー

トラスタッピング

トラスタッピング

図1

トラスタッピング　× 9

ワッシャー　× 9



①

スタンドフレーム

スタンドカバー

六角ボルト× 4

ワッシャー× 4

化粧キャップ×4

皿小頭ねじ× 4　

化粧キャップワッシャー×４

②

化粧キャップワッシャー
皿小頭ねじ

化粧キャップ

スタンドフレーム上部に、本体フレーム部を掛けてください。

六角ボルト

ガススプリング

本体フレーム部

ボルト穴
ワッシャー

スタンドフレーム

めねじ

本体
荷物掛け

注意：
 本体をスタンドフレームに取り付ける際、ガススプリングにより閉じる作用が生じますので

    必ず２人で作業を行ってください。
 スタンドフレームのめねじには、緩み防止機能がついています。 ボルト締結の際は、途中から

    抵抗がありますが、本体フレーム部とスタンドフレームに 間が出ないように確実に締め付け
    てください。
 本体を取り付ける際、荷物掛けを持たないでください。



化粧キャップ×4

皿小頭ねじ× 4　

化粧キャップワッシャー×４

① 
バックパネル

本体フレーム部

本体

ご注意ラベル

② 

化粧キャップ 皿小頭ねじ

化粧キャップワッシャー



297 m
m

807 m
m

200 mm
75 mm 75 mm

200 mm

200 mm
75 mm 75 mm

200 mm

中心

壁面

▽Floor

壁面パネル

フランジナット

壁面パネル

② しるしをつけた箇所にアンカーボルトを打ち込む。
③ フランジナットを取り外す。

②

③

アンカーボルト

フランジナット

④ アンカーボルトにフランジナットを取り付け、壁面パネルをしっかりと固定する。 



六角ボルト× 4

ワッシャー× 4

化粧キャップ×4

皿小頭ねじ× 4　

化粧キャップワッシャー×４

バックパネル

本体フレーム部

① 

ご注意ラベル

② 

化粧キャップ 皿小頭ねじ

化粧キャップワッシャー

壁面パネル上部に、本体フレーム部を掛けてください。

六角ボルト

ガススプリング
本体フレーム部

ボルト穴

ワッシャー

壁面パネル

めねじ

本体
荷物掛け

注意：

 壁面パネルのめねじには、緩み防止機能がついています。
 ボルト締結の際は、途中から抵抗がありますが本体フレーム部と
 壁面パネルに 間が出ないように確実に締め付けてください。
 本体を取り付ける際、荷物掛けを持たないでください。

 本体を壁面パネルに取り付ける際、ガススプリングにより閉じる
 作用が生じますので必ず２人で作業を行ってください。
 



大阪本社
〒542-0082
大阪市中央区島之内 2-7-22
TEL : 06-6211-1179
FAX : 06-6211-1175
mail : info@omoio.jp

東京本店
〒135-0024
東京都江東区清澄 1-4-12
TEL : 03-3643-1370
FAX : 03-3643-2377

九州支店
〒812-0897
福岡市博多区半道橋 1-18-17
TEL : 092-441-1977
FAX : 092-477-3014

製品のお問い合わせは

製品を安心してご使用いただくため
ユーザー登録をお願いいたします。
https://www.omoio.jp




